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先の研究で，遊離砥粒研磨加工に匹敵する仕上面粗さが得られる固定砥粒研削加工法として，新概念超平滑研

削法を開発した．本研究では，精密機械部品として使用されているアルミナセラミックに超平滑研削法を適用し

た場合の研削特性に及ぼす砥石切込み量の影響を検討した，砥石切込み量を小さくすることで，2 次元最大粗さで，

Hr(2D) = 1.33 mm(Rz) を下回る平滑な仕上面を得た． 
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